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ぼたなすの出荷作業、老人クラブと力を合わせて！

 

 
出荷作業に取り組む 

老人クラブ

７月15日、室戸市の集落活動センター「ひなたぼっこ」で、伝統

野菜ぼたなすを一元集荷する組織「ぼたなす倶楽部」が、作業員不

足による出荷作業の遅れを解消するため、出荷作業の委託に向けた

作業体験を実施し、連携する室戸岬老人クラブ黒潮会のメンバー６

人が参加しました。 

農業改良普及課室戸支所は効率的な作業体制を構築するため、作

業場のレイアウトや作業工程を提案しました。 

老人クラブは初めての選別作業に心配した様子でしたが、出荷規

格表や被害果を使って不安の解消に努めました。 

農業改良普及課室戸支所は、今後も関係機関や地域団体と連携し

て、ぼたなすの生産性の向上に向けて支援していきます。

 
基本管理を再確認しよう！～中芸地区ナス勉強会～

  
 
 
 
 
 
 
 

栽培管理を説明する 
普及指導員

７月23日、ＪＡ高知県奈半利支所で中芸地区ナス勉強会が開催

され、生産者や資材メーカー、関係機関含め28人が参加しました。 

農業改良普及課からは、定植初期のかん水方法や高温対策につ

いて、ＪＡからは定植初期の病害虫対策等について説明しました。 

生産者からは、「性フェロモン剤は10aあたり何本設置したらよ

いか」「遮熱資材はどこに設置するべきか」などの質問がありまし

た。 

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携しながら、産地の収量

向上に向けて支援していきます。

 
1年間の成果を報告　～試験展示圃成績発表会～

  
 
 
 
 
 

写真の説明文 
11ポイン

ナスの整枝方法につい

て説明する普及員

７月28日、ＪＡ高知県安芸地区本部で園芸研究会主催の試験展示

圃成績発表会が開催され、生産者41人が参加しました。 

農業改良普及課は、令和６年度に実施した「促成ナスにおける整

枝方法の検討」と「トルコギキョウにおける低濃度エタノール土壌

還元消毒」について試験結果を報告しました。 

生産者からは、整枝方法や低濃度エタノール消毒の幅広い品目へ

の適用の可否など実践的な意見・質問が数多く出ました。また、「‘

PCお竜’の作り方にはまだまだ課題があり、今後も一緒に研究して

ほしい」などの要望も聞かれました。 

農業改良普及課は、今後もＪＡ等関係機関と連携して、新たな技

術の実証、普及に向けて支援します。



 
 

 
 
 

 

 
ユズに良い土壌を目指して～ＪＡ馬路村ゆず部会土づくり勉強会～

  
 
 
 
 
 
 

土づくりについて 
説明する普及指導員

８月５日、ＪＡ馬路村ユズの森加工場で有機農業に取り組んでい

るＪＡ馬路村ゆず部会が土づくり勉強会を開催し、部員11人が参加

しました。 

農業改良普及課は、土壌の性質や肥培管理など基本的なユズの土

づくりと、みどり認定や熱中症対策について説明しました。 

参加者からは「土壌分析をしたいがどこでできるのか」「年数が

経って弱っている樹にできることはあるか」など多数の質問があ

り、関心の高さが伺えました。 

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携して勉強会や講習会を

実施し、有機栽培におけるユズの安定した収量の確保に向けて支援

していきます。

 
加工品のブラッシュアップに向けて～６次産業化支援チーム会開催

  
 
 
 
 
 
 
 

白熱する協議と  
「花良治」及び加工品

８月６日、安芸市にあるメリーガーデンで農業改良普及課が６次

産業化支援チーム会を開催し、株式会社岡宗農園の代表者、６次産

業化アドバイザー、県関係機関など５人が出席しました。 

安芸市で希少な柑橘「花良治（けらじ）」を利用した「花良治ケ

ーキ」の製造・販売等加工品のブラッシュアップに向けて協議しま

した。 

農業改良普及課は開催日程の調整や、当日の試食評価、アドバイ

ザーが行うレシピ・加工施設の確認等を支援しました。 

アドバイザーからは、量産･効率化に向けた商品の形状見直し、

加工機器の活用、カフェの集客に効果的なインスタグラムの活用等

多岐のアドバイスがあり、代表者も新たな視点を得たようです。 

農業改良普及課は、今後も６次産業化支援チーム会を活用し、加

工品のブラッシュアップを支援していきます。

 
お持ちのタンクは大丈夫ですか？？～芸西村重油タンク点検巡回～

  
 
 
 
 
 
 

関係者でタンクを確認

７月～８月のうち４日間に、芸西村でＪＡ、役場、業者等の関係

者一同が事前に抽出した農家54戸を巡回し、重油タンクの状況を確

認して流出防止装置付きタンクへの更新を啓発しました。 

老朽化等で早急な対応が求められるタンクも散見され、農家から

は「いつかやらないかんと思いよった、来てくれてよかった」等の

声をいただき、その場でタンクの更新を申し込む農家もいました。 

農業改良普及課は、引き続き管内農家に対して流出防止装置付き

タンクの設置を推進し、関係機関と協同で南海トラフ地震等の災害

に備えていきます。


